
この度は誠にありがとうございます。下記をご記入の上お送りくださいますようお願い申し上げます。 記入日：

協賛社名　　各種印刷物、ウェブサイトなどに掲載いたしますので正式な表記でお願い致します

日本語 英語

部署/役職名： 氏名：

㊞

担当者（ご連絡窓口）

部署/役職名： 氏名：

ご住所：〒

TEL:　　 FAX:　

Email:

協賛・支援内容（レ点をお付けください）

  ※金額は税別です。本確認書を受領後、担当者様宛に請求書をお送り致します。

円（お振込予定日： ）

備考

三井住友銀行　麹町支店　普通９０８０４１３ 株式会社平成プロジェクト

〒102-0092　東京都千代田区隼町3-19　清水ビル2F 
「あねさきの風」映画製作委員会　協賛窓口　㈱平成プロジェクト

TEL： 03-3261-3970　FAX: 03-3261-3971　E-mail: info@heisei.pro 

協賛・支援金振込先

お申込み・お問合せ先（本申込書のExcel形式をご希望の場合はお問い合わせください）

『あねさきの風 〜学び直しで立ち直った不良たちと学校の物語〜』 映画化に向け、ご支援のお願い

　2019年、平成プロジェクトの事務所に1本の電話がかかってきた。「千葉の荒れた学校、姉崎高校
を、学び直しで改革したすごい先生がいる。資料を送るから、映画化してほしい。」あまり気乗りは
しなかったが、「まず資料を見て、それから検討します」と返答した。翌週、テキストや書籍、新聞
記事などの膨大な資料が届き、仕事の合間に主要な資料を中心に目を通していく。１ヵ月後、「映画
化はお金がないと難しい。これだけでは知名度も脚本もないから無謀やね」と返事をすると、「この
学校改革をした白鳥秀幸先生と、先生を応援している林亜矢子さんに会ってほしい」ということで、
銀座にある林さんのサロンで白鳥先生と面談した。
　流れが変わったのは、翌年3月3日のこと。イオスのトークイベントで、柳内光子社長と、石川雄志
社長との対談。まず、舞台にして、そこから映画化する。柳内光子社長の「あなた、今の教育に必要
なこと、やりなさい」の一言が後押しとなり、そのまま舞台化、映画化の流れとなった。

　そこで、皆様にお願いがあります。映画化には多くのお金がかかります。「あねさきの風」の舞台
の思いが、多くの人に届くように、映画化に向けてご支援・ご協力・協賛のほど、よろしくお願い致
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「あねさきの風」映画製作委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　益田祐美子

□特別協賛A 50万円：完成披露招待、チケットプレゼント、エンドクレジットと公式パンフレットに名前・社名記入

□特別協賛B 30万円：完成披露招待、チケットプレゼント、エンドクレジットと公式パンフレットに名前・社名記入

□特別協賛C 10万円：チケットプレゼント、エンドクレジットと公式パンフレットに名前・社名記入

□特別支援   5万円：エンドクレジットと公式パンフレットに名前・社名記入

協賛・支援金合計：

責任者

ひ と く ち 協 賛 ・ 支 援 申 込 書 （ 一 次 申 込 締 切 2 0 2 4 年 1 2 月 末 ）

送 信 先 F A X :  0 3 - 3 2 6 1 - 3 9 7 1 E-mail:  i n f o @ h e i s e i . p r o  


